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�10月20日、21日のフェリーが欠航の場合は
　支所にお問い合わせください。
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　ぼけても住み慣れた地域で安心して生活を続け、
家族などの介護者が在宅で介護を行うためには、周
囲の人々の理解と支援が不可欠です。
　そして、ぼけに対する偏見や誤解のない地域づく
りが大切で、ぼけても安心して暮らせる地域づくり
の方策を考えます。
　基調講演の講師には札幌でグループホームの開設
者である武田純子氏を招き、パネリストとして、各
専門分野から数名出席して頂く予定です。是非、こ
の機会に皆さんで今後の地域のために参加してみて
はどうでしょうか。

�日時／10月19日�　午後１時から
�会場／中央公民館大ホール　

主催：北海道・北海道ぼけ老人を支える家族の会
主管：羽幌町ぼけゆく人と共に歩む会

�問合せ先　すこやか健康センター
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　日本人の６人に１人が糖尿病と言われています。
　国民病が静かに忍び寄っているかもしれません。
　「糖尿病の心配などしたことのない方」も「糖尿病
の気があると言われたことがある方」も「現在糖尿
病で治療中の方」もぜひご参加ください
　難しいことは一切ありません。参加者全員でクイ
ズを解く感覚で楽しい時間を過ごしましょう。

�日時／10月17日�　午後1時30分から2時間程度
�会場／すこやか健康センター
�内容／糖尿病に関するクイズと話合い・軽い運動
�持物／①筆記用具　
　　　　②生活習慣チェック票（申込みをされた方に   
                   事前に送付します。記入してご持参ください）
　　　　③軽い運動ができる服装　

�参加申込�期　限：10月9日�まで
　　　　　　申込先：すこやか健康センター
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①栄町南団地バス停前　　　　午後1時00分出発
②道立羽幌病院バス停前　　　　　1時03分
③東出商店前（幸町）　　　　　　　1時06分
④道新羽幌支局前（南５の６）　　　　1時10分
⑤羽幌ターミナル前（旧駅）　　　　1時13分
⑥旧ＮＴＴ横（南大通４）　　　　　1時16分
⑦内山商店（北町）　　　　　　　　1時22分
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か
つ
て
結
核
は
「
不
治
の
病
」

と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

人
々
の
長
年
の
努
力
と
生
活
水
準

の
向
上
で
世
界
に
例
を
見
な
い
ほ

ど
激
減
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
平

成
９
年
に
は　

年
ぶ
り
に
増
加
に

３８

転
じ
、
今
で
も
３
千
人
近
い
死
者

を
出
し
て
い
ま
す
。（
厚
生
省「
結

核
・
感
染
症
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
年

報
集
計
」）
こ
の
状
況
は
、
人
々
が

結
核
の
恐
ろ
し
さ
を
忘
れ
、
警
戒

心
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
原

因
の
一
つ
と
言
え
そ
う
で
す
。

　

平
成　

年
７
月
厚
生
省
は
『
結

１１

核
緊
急
事
態
宣
言
』
を
発
令
し
、

広
く
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

も
う
結
核
は
「
過
去
の
病
気
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
が
結

核
を
よ
く
知
り
、
予
防
に
努
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
こ
で
今
一
度
、
結
核
に
つ
い

て
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

結
核
は
ど
の
よ
う
に
う
つ
る
の
？

　

結
核
患
者
が
咳
や
く
し
ゃ
み
を

し
た
時
に
出
る
し
ぶ
き
の
中
に
結

核
菌
が
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
を

吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し

ま
す
。（
飛
沫
感
染
）

感
染
す
る
と
必
ず
結
核
に
な
る
？

　

結
核
菌
に
感
染
し
て
も
発
病
す

る
の
は　

人
の
う
ち
1
〜
2
人
。

１０

免
疫
（
病
原
菌
に
対
す
る
抵
抗
力

の
こ
と
）
の
働
き
に
よ
っ
て
結
核

菌
の
増
殖
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
う

ち
は
発
病
し
ま
せ
ん
が
体
内
で
結

核
菌
は
冬
眠
し
、
生
き
続
け
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
に
な
り
抵
抗
力

が
弱
ま
る
と
眠
っ
て
い
た
結
核
菌

が
暴
れ
だ
し
、
発
病
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

結
核
の
５
大
症
状
と
は
？

　
「
せ
き
・
た
ん
・
血
た
ん
・
発

熱
・
胸
痛
」が
５
大
症
状
で
す
。
始

め
は
風
邪
の
症
状
と
よ
く
似
て
い

ま
す
が
２
週
間
以
上
続
い
た
ら
病

院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

結
核
を
発
病
し
や
す
い
人
は
？

　

糖
尿
病
、
胃
潰
瘍
や
胃
切
除
、

慢
性
腎
不
全
、
人
工
透
析
、
ス
テ

ロ
イ
ド
剤
や
抗
が
ん
剤
に
よ
る
治

療
な
ど
。
ま
た
、
結
核
の
治
療
歴

が
な
く
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
に
影

（
結
核
の
治
っ
た
あ
と
）が
写
る
人

も
要
注
意
で
す
。

結
核
を
予
防
す
る
た
め
に
･
･
･

①
年
１
回
は
必
ず
定
期
検
診
を
！

　

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
は
結
核
の
早

期
発
見
に
極
め
て
有
効
で
す
。

　

町
で
は　

月　

日
に
結
核
検
診

１０

１０

を
実
施
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

②
必
ず
B
C
G
接
種
を
！

　

接
種
に
よ
り
発
病
率
は
低
く
な

り
ま
す
。
生
後
３
カ
月
以
降
は
接

種
可
能
で
す
の
で
な
る
べ
く
早
期

に
B
C
G
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
、
何
か
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
れ
ば
す
こ
や
か
健
康
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
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■受診料金　　　無　料

■対 象 者　　　満１５歳以上の町民
　　　　　　　（注意：妊娠中の方や妊娠の疑いがある方につ　
　　　　　　　　いては、受診を見合わせてください。）
■そ の 他
・ 検診はレントゲン車による胸部エックス線撮影をするだけです
　（１人につき約２分程度）。
・検査結果が「異常なし」の場合については結果通知はされません
　(検診後３週間以内)
・申込みの必要はありませんので、直接会場にお出でください。
・なお、６月の結核検診を受診された方は医師や保健師の指導が
　ない場合、受診できませんのでご了承ください。
　（検診は基本的に年１回となっています。）

　結核は最初のうちはかぜとよく似た症状です。いつまでもせきやたんが止まらず、微熱が続きます。そのう
ち、だるさ、寝汗、胸の痛みといった症状が出てきて、さらにひどくなると喀血したりします。結核菌の増殖
で肺に空洞ができ、それがどんどん大きくなって、最後は呼吸困難になってしまいます。重症化する前に早期
に発見し、早期に治療することが重要です。健康管理のためにも受診されますようご案内いたします。

■実施月日　�������

実施時間実施会場
午前９：００～９：３０中 央 集 会 所
午前９：４０～１０：１０朝 日 集 会 所
午前１０：２０～１０：５０高台婦人ホーム
午前１１：００～１１：３０川北老人福祉センター
午後１：００～１：３０築別分館（旧保育所）
午後１：４０～２：１０上 築 老 人 の 家
午後２：４０～３：３０すこやか健康センター

※都合のよい場所で受診してください。
※検診バスで移動するため時間に多少の
　ズレがあります。ご了承ください。
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